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論 文 内 容 の 要 旨 
 パンルヴェ方程式は、今から約 100 年位前に発見された２階非線型常微分方程式であり、その解は一般に超越的な
函数になる。これに対し含まれているパラメータが特別な値をとるとき、「梅村の古典解」と称される既知の函数で
表示される特殊解の存在が知られている。我々はこの古典解を一般化した「モノドロミ可解な解」という概念を導入
した。これは対応する線型方程式のモノドロミが計算可能な解を云う。梅村の古典解には含まれないモノドロミ可解
な解を世界で最初に調べたのは R Fuchs である。彼は第６パンルヴェ方程式のパラメータが特別な値α＝β＝γ＝0、
δ＝1/2 をとるときの特殊解－Picard の解－に対し、対応する線型方程式のモノドロミを計算した（1911）。近年に
なって A.V. Kitaev は第１、第２パンルヴェ方程式に対し対称解と称する任意パラメータを含むべき級数解を構成し、
線型方程式のモノドロミが計算可能なことを示した（1991）。 
 我々は Kitaev の方法を参考として、第４パンルヴェ方程式に対し原点 t＝0 の近傍で対称解を構成し、これがモノ
ドロミ可解な解であることを示した。 
 第５および第６パンルヴェ方程式に対しては、パラメータが一般の値をとるとき対称解は存在せず、各特異点の周
りで解を構成した。 
 第５パンルヴェ方程式に対しては、特異点 t＝0 の周りで解析的な解を３個構成し、これらが Bäcklund 変換で互い
に移り合うこと、これらが全てモノドロミ可解な解であることを示した。 
 第６パンルヴェ方程式に対しては、特異点 t＝0、1、∞の周りで有理型な解を４個ずつ合計 12 個構成し、これらが
Bäcklund 変換で互いに移り合うこと、パラメータが一般的な値をとるとき有理型な解はこの 12 個以外には存在しな
いこと、これらが全てモノドロミ可解な解であることを示した。 
 第５および第６パンルヴェ方程式に対して構成した解の収束の証明には、Briot Bouquet 定理が適用できることを
示した。 
 また、我々がここに構成した一般の値をとるパラメータを含む特殊解は、パラメータが特殊な値をとるとき、梅村
の古典解のうち代数解を含み、Riccati 解の１点を含むことを示した。 
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 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 金子和雄君は、第４パンルベ方程式の対称解を構成し、対応するモノドロミを求めた。さらに、第５、第６パンル
ベ方程式において固定特異点の近傍で有理型の解がそれぞれ３、４個存在することを示し、そのモノドロミを求めた。 
 この結果は、パンルベ方程式の特殊解の研究に新しい視点からの考察を付け加えるものであり、高く評価できる。
よって、博士（理学）の学位に、十分、値するものと認める。 
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